
農林水産祭参加行事

公益財団法人 食品等流通合理化促進機構
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輸出に取り 組む優良事業者表彰
令和7 年度

エン ト リ ー開始！

自薦・ 他薦

問いません！

農林水産省の補助により 実施し ています。

農林水産物・ 食品の輸出に関わる業務に携わる団体（ 企業、法人、任意団体等）

又は個人
※本表彰は農林漁業者だけでなく 、2 次産業、3次産業の事業者も 対象にしています。

全国商工会連合会、全国中小企業団体中央会

日本政策金融公庫、日本農業法人協会、日本貿易振興機構（ JETRO ）

2 0 2 5 年1 2 月上旬（ 東京都内）予定

参加費無料

７ /3 1  
締め切り

エント リ ー

木

　 農林水産物・ 食品の輸出の発展に向け、「 地域ぐ るみでの輸出産地の形成」、「 輸

出可能品目の拡大」、「 新たなジャ ン ル（ 健康食品、 中食） の開発」、「 輸出ロ ッ

ト の拡大等によ る 価格競争力の強化」、「 新市場の開拓」、「 輸入規制の緩和・ 撤

廃への働き かけ」 など の観点から 顕著な実績を 挙げている 農林水産物生産者、

企業、 団体、 個人を 広く 発掘し 、 その取組内容を 表彰し 、 取組内容を 食品の輸

出に関心のある 方々に広く 周知する こ と によ り 、 新たに輸出にチャ レ ン ジする

方々への一助と なる こ と を 目的と し て「 輸出に取り 組む優良事業者表彰」 を 実

施し ます。
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応募方法・ 期間

　「 令和7年度輸出に取り 組む優良事業者表彰応募様式」（ ホームページから ダ

ウンロード できます。）に必要事項を記入の上、令和7年7月31日（ 木） までに「 輸

出に取り 組む優良事業者表彰」事務局（ 公益財団法人　 食品等流通合理化促進

機構）まで「 電子メ ール」または「 郵送」のいずれかによりお申し 込みく ださ い。 

　 電子メ ールでの応募の場合、添付の写真、取組内容を記載し た関係資料、会社

等の概要パンフレット など資料が多く なる場合はなるべく 大容量ファイル転送

サービ スをご利用く ださ い。電子メ ールでのご応募の場合は受領し た旨を事務

局より 返信いたし ます。１週間以内に返信がない場合は事務局までお問い合わ

せく ださ い。郵送による提出の場合は宅配便等配達さ れたこと が証明できる方

法によりお送りく ださ い。お送り いただいた応募書類は返却いたし ません。 

送付先（ お問い合わせ先）

電子メ ールの場合 ka iga i@ o fsi.o r.j p

郵送の場合 〒101-0 032 　 東京都千代田区岩本町3 -4 -5 　 第1東ビル6 階 　 　 　 　 　 　 　

公益財団法人　 食品等流通合理化促進機構

ホームページより 様式をダウンロード し てく ださ い
          http s://w w w .o fsi.o r. j p /ka ig a i

その他

　 表彰さ れた取組は、当機構ホームページと 農林水産省ホームページにおいて広く 公表すると と も に、農林水産省が実

施等をする食品関係のセミ ナー、シンポジウム等で広く 公開、普及いたし ます。なお、審査結果発表後に重大な法令違反

等が明ら かになっ た場合は表彰を取り 消す場合があり ます。

応募にあたり 、農林水産省のG FP（ 農林水産物・ 食品輸出プ ロ ジェ ク ト ）への登録（ 無料）が必要と

なり ます。登録がまだお済みでない場合は下記のアド レ スよ り 登録を お願いし ます。

h ttp s://w w w .g fp 1 .m a .g o . j p /en try/ff

結果発表

　 審査結果は受賞者へ直接通知し ます。また、令和7 年1 1 月上旬にプレ ス発表すると と も に、当機構ホームページで公

表し ます。なお、公表の際は、受賞者の連絡先（ 代表者・ 受賞者の住所・ 担当者）も 併せて公表いたし ます。

審査

　 学識経験者・ 有識者から なる「 輸出に取り 組む優良事業者表彰審査委員会」を 設置し 、下記の「 輸出に取り 組む優良事

業者表彰選賞基準」により 審査委員が選考を行います。なお、選考に関する経緯、経過につき まし ては公表いたし ません。

輸出に取り 組む優良事業者表彰選賞基準

審査項目 選賞基準（ 審査の視点）

輸出規模
農林水産物・ 食品の年間輸出額、量、品目等が一定以上ある か

輸出が継続的に行われているか

輸出額、量、品目等が増加し ている か

輸出先国が増加し ている か

輸出拡大に向けて生産面・ 流通面等において斬新的な取組が行われているか

こ れまでに輸出でき なかっ た国への販路を切り 開いている か

新規性がある か

輸出を 継続する ために継続的な販路開拓が行われている か

日本の農林水産物・ 食品を 浸透さ せる ための工夫が行われている か

他の輸出国と 差別化する ためのブラ ン ディ ン グができ ている か

農薬・ 肥料の抑制、温室効果ガス排出削減、労力削減の取組が行われている か

地場産品の活用、資源の循環利用等に取り 組んでいるか

原材料等を 輸入から 国内資源（ 農林水産物、肥料、飼料等）への転換

農林漁業者が新たに輸出に取り 組める よ う な取組と なっ ている か

他の輸出事業者に参考と なる よ う な取組と なっ ている か

成長性

イノ ベーショ ン

定着性

波及効果

農林漁業の

持続的な発展

※

※

※①、②必須

❶輸出に取り 組む優良事業者表彰

　 応募申込書

❷写真（ 取組内容がわかる 写真）

❸取組内容を 記載し た関係資料

❹会社等の概要パン フ レ ッ ト

　（ ある場合）

＜応募に必要な書類＞

下記の書類を 募集期間中に

事務局まで電子メ ールまたは

郵送により お送り く ださ い。

岸田内閣総理大臣、野村農林水産大臣他と の令和4 年度

受賞者等記念写真

ザ・ キャ ピ ト ルホテル東急（ 東京都千代田区）
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mailto:kaigai@ofsi.or.jp
https://www.ofsi.or.jp/kaigai
https://www.gfp1.ma.go.jp/entry/


[別紙様式]

1  表彰対象事業者の情報  ※団体、 企業等

名　 称

代表者

役職・ 氏名

U R L

連絡先

推薦者名

所属先

連絡先

売上高（ 直前期末）

直近3ヵ 年

輸出国数 上位3ヵ 国

輸出アイ テム数 上位3 アイテム

創業年

業　 種

輸出品目
（ 複数回答可）

（ ご担当者名： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

コンプラ イアンスに関する確認
（ 必ず□✓印を入れてく ださ い）

住所

T E L  :

年 年

□農林漁業者　 　 □製造業　 　 □流通業　 　 □販売業
□組合・ 団体　 　 □その他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□コ メ ・ コ メ 加工品　 　 □青果物　 　 □畜産物　 　 □水産物　 　 □茶　 　 □花卉　 　 □林産物
□酒類　 　 □味噌・ 醤油類　 　 □加工食品　 □その他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

輸出開始年

メ ールアド レ ス :

フ リ ガナ

フ リ ガナ

フ リ ガナ

フ リ ガナ

フ リ ガナ

〒　 　 　 　 ー

住所

T E L  :

百万円（ 2 0     年　 月）

具体的な取り 組みを 記述し てく ださ い。

2 0 2 2 年度 百万円 2 0 2 3 年度 百万円 2 0 2 4 年度 百万円

メ ールアド レ ス :

フ リ ガナ

〒　 　 　 　 ー

2  推薦者名  ※他薦の場合のみ

3   表彰対象事業者の概要（ 会社全体）

4   日本の農林水産物・ 食品の輸出実績（ 輸出実績のみを記載） 

経常利益（ 直前期末）

5   輸出取り 組み概要
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令和7 年度輸出に取り 組む優良事業者表彰応募申込書

□法令違反の事実はない

□黒字　 　 □赤字

G F P への登録
（ □✓印を 入れてく ださ い）

□登録済み □登録予定 □はい　 □いいえ

こ れまでの表彰事例の
取組を 参考に輸出に
取り 組みまし たか？

（ □✓印を 入れてく ださ い）



6  輸出拡大に向けた工夫

（ 注）応募申込書は2 ページ以内にまと めてく ださ い。各項目は調整し て記載し てく たさ い。 2025 .5 (Bc)KP

輸出ビジネスの構築、拡大、差別化のポイント について記述し てく ださ い（ 国・ 品目毎等）。

7  ビジネスモデル

輸出のビジネスモデル（ 商流、役割分担等）について、文章もしく は図表を用いて記述し てく ださ い。

8  その他特筆すべきポイント（ 例： 直近取引が急拡大し ている、斬新な輸出モデルを構築している等）


